２．主要産業別にみる関西の特色

  第１節では関西地方と関東地方、中部地方の産業構造の相違点という表面的な事柄から関西経済の衰退を検証してみた。産業構造に含まれる各産業のシェアの変動や、労働人口、地域の人口推移などの要素が密接に関係しており、それが関西産業の衰退につながっているのではないかという考えを持つことができた。そしてこの節では、具体的な数値を用いて関西産業の強みと弱みを導き出し、衰退していると言われている関西産業を分析してみようと思う。

1）シェアの高い業種から見る関西
（１）　特化係数から見る関西
　今回は平成16年度の県民経済データをベースに用いた図表Ⅱ－19を使用する。まず図表Ⅱ－20のように、特化係数という（各地域における各業種が全国に占める割合）÷（各地域の県内総生産が全国に占める割合）で算出したデータをもとに現在の関西経済の特徴を述べてみる。

特化係数の1つの例をあげてみる。関西2府5県の製造業の中の金属製品が全国に占める割合は、1,381,508（100万円：関西における金属製品の域内総生産）÷6,070,164（100万円：金属製品の国内総生産）＝0.228（関西の製造業の金属製品が全国に占める割合）。　一方、関西地域の関西域内総生産が全国に占める割合は、88,770,868（100万円：関西の域内総生産）÷539,864,821（100万円：GDP）＝0.164。さらにこうやって算出したデータをこのように以下のように計算することで特化係数を求めることができる。
（関西地方における金属製品が全国に占める割合：0.228）÷（関西地方の域内総生産が全国に占める割合：0.164）=1.384（関西の金属製品における特化係数）

図Ⅱ—１９　平成16年度　3地方における県民・域内生産の構成
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石油・石炭

製品

窯業・土石

製品

一次金属

富 山 県

 4,561,477  59,883  9,907  1,626,468  48,360  22,114  60,285  251,601  4,639  32,565  81,055

石 川 県

 4,381,784  56,021  8,188  1,134,751  229,371  78,982  8,172  50,499  1,310  27,664  16,265

山 梨 県

 3,121,810  64,535  5,915  984,070  90,174  10,803  7,884  17,204  676  37,787  16,904

長 野 県

 8,208,765  169,448  19,632  2,827,245  272,018  3,426  16,486  54,181  2,519  53,377  32,588

岐 阜 県

 7,000,122  85,281  28,734  2,119,097  110,794  49,790  75,926  170,570  1,756  180,196  50,364

静 岡 県

 16,466,067  217,554  14,356  6,646,758  983,049  39,543  286,797  651,200  4,838  97,962  148,632

愛 知 県

 34,728,485  180,733  12,274  12,176,240  765,684  133,124  125,772  257,992  100,565  426,713  571,943

三 重 県

 7,686,517  132,542  11,431  3,108,069  154,506  11,867  16,807  223,079  27,563  176,242  67,769

中部総計  86,155,027  965,997  110,437  30,622,698  2,653,956  349,649  598,129  1,676,326  143,866  1,032,506  985,520

中部平均  10,769,378  120,750  13,805  3,827,837  331,745  43,706  74,766  209,541  17,983  129,063  123,190

電気機械 輸送用機械 精密機械 その他製造業

 481,110  40,440  2,280  234,353  275,803  198,440  482,844  255,051  507,929  285,684  861,902  485,777

 307,916  29,374  2,354  153,700  315,037  135,839  551,515  250,771  620,909  299,255  1,016,167  531,121

 447,364  35,537  58,575  116,476  252,341  76,794  288,195  147,967  411,009  175,182  727,390  383,498

 1,519,449  151,999  116,919  245,875  464,243  241,038  611,902  450,732  1,177,899  519,420  1,776,997  909,781

 476,888  191,976  13,603  382,894  513,993  208,242  788,269  406,240  872,585  518,118  1,464,490  809,644

 1,693,317  1,278,544  117,749  749,663  927,845  435,641  1,342,822  847,487  1,860,929  1,275,045  2,907,057  1,250,141

 1,937,930  4,766,961  130,427  1,465,854  1,959,984  979,770  5,249,973  1,624,719  3,556,514  2,588,801  6,385,107  2,384,373

 1,470,741  585,440  3,866  299,018  448,512  286,009  621,761  411,701  794,308  566,876  1,314,184  726,419

 8,334,715  7,080,271  445,773  3,647,833  5,157,758  2,561,773  9,937,281  4,394,668  9,802,082  6,228,381  16,453,294  7,480,754

建設業

電気・ガス・水

道業

卸売・小売業 金融・保険業 不動産業 運輸・通信業 サービス業

中部地方 産業

農林水産業 鉱業 製造業

政府サービス

生産者
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石油・石炭

製品

窯業・土石

製品

一次金属

福 井 県

 3,191,911  41,623  3,554  823,492  31,193  95,752  19,397  78,150  897  44,309  20,516

滋 賀 県

 6,002,513  46,674  5,996  2,853,764  280,896  43,758  34,391  340,120  2,539  211,516  31,645

京 都 府

 9,546,829  55,268  7,299  2,556,463  683,936  77,228  43,363  69,814  996  114,438  31,367

大 阪 府

 38,846,601  34,039  3,328  7,780,016  600,370  86,379  142,722  1,062,204  201,519  121,785  354,760

兵 庫 県

 18,543,353  101,447  76,061  5,337,771  780,613  32,725  133,901  361,601  17,375  127,853  427,983

奈 良 県

 3,629,950  42,316  672  891,342  113,502  8,827  16,099  22,719  1,626  10,477  20,672

和歌山県

 3,090,347  91,483  12,791  897,312  65,652  29,004  5,897  183,938  129,334  12,515  157,790

関西総計  82,851,504  412,850  109,701  21,140,160  2,556,162  373,673  395,770  2,118,546  354,286  642,893  1,044,733

関西平均  11,835,929  58,979  15,672  3,020,023  365,166  53,382  56,539  302,649  50,612  91,842  149,248

電気機械 輸送用機械 精密機械 その他製造業

 283,449  20,302  33,560  148,757  245,507  395,495  300,554  175,191  354,913  218,909  634,841  407,482

 756,107  301,740  38,324  361,895  336,766  139,659  383,650  220,424  779,962  339,274  909,876  512,088

 672,944  108,401  117,162  347,488  497,822  344,828  1,465,444  568,560  1,473,880  652,814  1,936,158  1,021,969

 1,598,501  275,485  60,998  1,814,119  1,836,812  1,207,402  7,916,847  2,537,645  4,821,601  3,146,408  9,576,417  2,874,722

 1,374,324  382,913  27,638  586,022  1,003,433  685,818  2,068,292  1,023,820  2,741,910  1,555,150  3,965,420  1,874,951

 189,028  42,563  1,024  194,763  270,915  124,227  360,699  275,120  620,313  264,846  782,652  508,167

 31,898  6,728  30,564  86,638  187,522  122,351  286,477  212,297  362,194  204,832  715,113  434,864

 4,906,251  1,138,132  309,270  3,539,682  4,378,777  3,019,780  12,781,963  5,013,057  11,154,773  6,382,233  18,520,477  7,634,243

建設業

電気・ガス・水
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卸売・小売業 金融・保険業 不動産業 運輸・通信業 サービス業

関西地方 産業

農林水産業 鉱業 製造業

政府サービス

生産者

出所）平成19年度　県民経済　経済活動別県内総生産（実数）を変形

　域内におけるその産業の割合が、全国のそれにおける割合と一致した場合、特化係数は1となるため、この関西における製造業の金属製品の特化係数（1.384）は全国の平均に比べ高く、つまり特化しているといえる。このように関西における各産業の特化係数を参照した場合、関西地方で特化しているといえるのは特化係数が1.10を超える業種と考えると、製造業でいえば繊維（2.245）、化学（1.297）、金属製品(1.384)、一般機械（1.373）、あと電気・ガス・水道業（1.167）が挙げられる。主に製造業で大きな強みを持っているように見える。特にこれらの産業では、関西に本社を置いている企業が多く存在し、関西を地盤としていることが分かる。しかし、関西が特化しているとあげられるこれら分野は規模が小さいのである。繊維は全国の規模が1兆円程度、化学は9兆円、金属製品6兆円、一般機械11．7兆円、電気・ガス・水道業15．7兆円である。この産業の規模が小さいという主張を、他の地域の特化している産業と比較することで証明してみる。関東圏で特化している卸売業（特化係数1.129）はその規模が73兆円、金融保険業（1.346）は33.7兆円、不動産業（1.111）は65．7兆円、サービス業（1.128）は118兆円という非常に大きい規模の分野で特化している。中部では、そもそも製造業全体に対する特化係数が1.522で、その規模は118兆円である。このように特化係数で比較することで明らかにできたのが、関西地方で特化している産業は規模が小さいということだ。つまり、どれだけ現状において特化している産業を強めていこうとしてもその拡張性は限られているということである。



